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★ 株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。ここに第101期第2四半期の概況をご報告申し上げます。
　当社グループは、当事業年度を初年度とする中期経営計画「Being a 
resilient company」を推進し、刻々と変化する環境へのフレキシブル
な対応、厳しい逆境にも立ち向かうことができる持続可能な「レジリエ
ント企業」に変貌すべく、ぶれない基軸を持ち、人を育て、問題に向き
合い、付加価値生産性を高めてまいります。

〔国内土木事業〕
　国内土木事業の柱である官庁海上工事、民間事業、再生可能エネル
ギー事業、河川改修等の官庁陸上土木への取り組み強化及び今後のマー
ケットを意識した技術開発等に努めております。

〔国内建築事業〕
　ストック市場を含めた多様な分野の計画的育成、組織営業力の強化、
強い競争力の育成・保持及びBIM-DPX®の推進による設計・施工の効率
化等に努めております。

〔海外建設事業〕
　地域に根差した事業展開を基本とし、コスト競争力強化、リスクコン
トロール、人財育成及び協力会社との連携強化により、各拠点が補完し
あえる安定した事業体制の確立等に努めております。
　新型コロナウイルス感染症に関しましては、感染症予防対策に万全を
期し、国内工事の施工は中断することなく継続したものの、海外工事で
は、進出国の事情により、施工を中断せ
ざるを得ない期間が長期化いたしました。
当社グループでは、従来からお取引のあ
る顧客を始めとした案件の着実な受注及
び優良サプライヤーによる調達ルートの
安定化、進出国の施工体制維持に引き続
き努めてまいります。
　中期経営計画の達成に向け、役員・社
員が一丸となって努力してまいりますの
で、皆様からのご指導、ご鞭撻のほどよ
ろしくお願い申し上げます。

（BIM-DPX®：BIM-Digital Process Transformationの略。
BIMによるデジタルプロセスの浸透により、建設業の取組
みをあらゆる面でより良い方向に変化させようと当社が新
たに定義したもの）

2020年11月

代表取締役社長



★ TOYOトピックス

北海道開発技術研究発表会において
北海道開発局長賞を受賞

　2019年度　北海道開発技術研究発表会において、函館開発建設部函館港
湾事務所と協働執筆した『函館港若松地区泊地浚渫工事におけるカルシア
改質土の施工について』が、最高賞である北海道開発局長賞を受賞し、
2020年6月に表彰状を受領しました。「北海道開発技術研究発表会」は、
北海道開発事業に係る諸問題に関する調査、研究等の成果を発表すること
により、技術等の向上とその普及を図ることを目的として毎年開催されて
います。今回で63回目を迎えますが、建設業者が受賞することは極めて希
であり、大変名誉なことであります。
　本工事はカルシア改質土工法＊を港湾浚渫工事に本格的に採用した北海道
開発局では初めての案件でもあり、施工にあたっては、北海道支店が、総
合技術研究所、土木技術部、技術営業部、機械部等の各部署と緊密に連携
して取り組んだ結果、今回の成果につながったものです。

受賞した山㟢啓介氏

函館港若松地区泊地浚渫の施工状況

＊カルシア改質土工法

カルシア改質土は、浚渫土に固化
材としてカルシア改質材（原材
料：転炉系製鋼スラグ）を混合
し、浚渫土の物理的・化学的性状
を改質した材料であり、強度増
進・濁り抑制・海域底質浄化など
の効果を有している。

浚渫土とカルシア改質材の混合



開く

★ TOYOトピックス
鳴尾浜自社賃貸物流倉庫が稼働開始

　当社発祥の地である兵庫県西宮市鳴尾浜の社有地に、昨年より建設中で
あった自社賃貸物流倉庫が完成しました。1月31日に物流事業を営む契約者
様への引き渡しを終え、3月1日より倉庫として稼働しております。
　当社は大型倉庫建設の実績を多数保有しており、本物件もそのノウハウを
十分に反映させたドライ倉庫となっております。設計施工にあたっては、設
計部門・事業部門等社内関係部門が一体となり、品質、使い勝手、メンテナ
ンス、耐久性など、あらゆる角度からベストを尽くしたことで、高い完成度
を持つ建物に仕上がりました。
　今後もこの精神で、お客様の高い満足度を得られるものづくりを心掛けて
まいります。

使い易さに配慮した内部外観北面

全景



★ 2021年3月期第2四半期の連結業績概況

　当社グループの経営成績の状況は以下のとおりです。

経営成績

売 上 高 75,853百万円
（前年同期比　12.2％減）

経常利益 3,766百万円
（前年同期比　20.8％減）

営業利益 4,044百万円
（前年同期比　16.7％減）

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

2,358百万円
（前年同期比　22.5％減）

175,000
（予想）

75,853
75,617

163,860

86,364

174,805

2021.32019.3 2020.3

通期 第2四半期
（単位：百万円）

7,700
（予想）

3,766
3,491

8,069

4,753

9,168

2021.32019.3 2020.3

通期 第2四半期
（単位：百万円）
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（単位：百万円）
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（予想）

4,044
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通期 第2四半期
（単位：百万円）



★ 会社概要（2020年9月30日現在）

社 名
英 文 名 TOYO CONSTRUCTION CO., LTD.
創 立 1929年7月3日
資 本 金 14,049,367,174円
営 業 種 目 土木建築工事の請負、建設コンサルタント、土地造成、 

地域・都市・海洋・資源エネルギー開発及び環境整備、 
公共施設の企画、管理運営、エネルギー供給に関する事業、 
不動産業、その他関連事業

従 業 員 数 1,688名（連結）

セグメント別売上高

1株当たり当期純利益、年間配当金推移

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

446億円（58.9%） 239億円（31.6%） 68億円
（9.1%）

2億円
1億円

2億円
1億円

463億円（53.7%） 282億円（32.7%） 114億円
（13.2%）

当第2四半期

前第2四半期

■ 国内土木事業 ■ 国内建築事業 ■ 海外建設事業 ■ 不動産事業 ■ その他事業

12.00
（予想）

53.16
（予想）

75.01

15.00

57.92

12.00

61.31

15.00

■ 1株当たり当期純利益　■ 配当金

（単位：円）
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